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目標領域山田錦
多収以外の目標領域に入っていない個体・系統を除外

①多収②高温登熟耐性（⾼温栽培時⽶の溶出デンプン量）③心白④軟質（溶出デンプン量）稈⻑粒⼤

530kg/10a以上530kg/10a未満 少 中 多
山田錦以上山田錦未満 中 小大

小 中 大⻑ 中 短（精米特性）
選抜目標
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精米特性による選抜方法の探索について

供試可能数
簡便さ・低コスト 実機での精米 穀粒判別機

画像解析 理想的な成果の形
精米歩合

砕米率 八反錦1号山田錦
画像解析（パラメーター）で何％精米まで磨けるかを求める

40%供試品種酒米品種実験方法実機での精⽶特性（各精⽶歩合の砕⽶率）と画像解析画像解析⽅法についても詳細な条件決めを⾏う

砕⽶率急上昇
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精米特性による選抜方法（H27 結果）【画像解析】供試品種酒米品種４種類玄米水分13.8％に調湿

【昨年度結果】精米特性（70％精⽶での砕⽶率）について⽞⽶の切断⾯の画像解析によって予測可能であることが示唆された
○穀粒切断機を使⽤100粒を⼀度に切断可能⇒切断面を撮影し，⼀粒あたりの画像を抽出し，全体及び心白の面積や重心から心白の状態を把握する
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